
ＮＯ．１６５     虎ノ門・六本木地区（組合施行）

計画地

1

2

3

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

区画街路２号
１０ｍ

【１２ｍ】
約　５５ｍ －

区画街路６号
６ｍ

【６ｍ】
約１１５ｍ －

区画街路８号
９ｍ

【９ｍ】
約３００ｍ －

C1 － －
高層部　２１０ｍ
中層部　　４０ｍ
その他　　２０ｍ

－

C2 － － その他　　　５ｍ －

建築面積

C1 約７，０００㎡

C2 約　　１６０㎡

建築敷地面積

C1 約１５，４００㎡

C2 約　　５２０㎡

都市計画決定

約　　　　１６０㎡
（約　　　　１６０㎡）

建築物の整備

約５７，０００㎡

倉庫

約３００戸

建築物の高さはＴ．Ｐ．３０ｍからによる。
地区計画区域内にあり。

平成１９年８月２日　港区告示第１４９号

延べ面積(容積対象) 住宅建設の目標

約１４３，４００㎡
（約１１０，７００㎡）

建築敷地の
整備

整備計画 備考

・敷地内に緑地を確保する。
・敷地内に広場及び歩行者通路を確保
する。
・壁面の位置の後退により、歩行者空
間を確保する。
・敷地内に自動車通路（地下式）を確保
する。

新設

新設

住宅、事務所、店舗、
駐車場

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
主要用途

壁面の
位置の限度

備考

【】内は全幅員（以下、
同じ。）既設

１　計画の概要

港区六本木一丁目及び虎ノ門五丁目の各地内

地上４７階／地下４階 １９９ｍ

約２．０ｈａ 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

道
路

　土地の集約的利用により、広場や緑地を創出し、緑と潤いのある都市空間の整備を図る。

(とらのもん・ろっぽんぎ)

計画の概要

　土地の高度利用により都市型住宅、事務所及び商業施設を供給し、複合的都市機能の整備を図る。

　上位計画に則り、区画道路や歩行者通路を整備し、交通ネットワークの形成に寄与する。

２　都市計画の内容

虎ノ門・六本木地区
第一種市街地再開発事業

約２．０ｈａ

公共施設の
配置及び規模



C1 約１．９ｈａ ７２０％ ６０％ ２４０％ ２００㎡

C2 約０．１ｈａ ５０％ ５０％ １０％ １０㎡

都市計画決定

敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

地下４～地下１階

地上１～２４階

地上２５～４７階

C2 地下１階

事業認可 総事業費

事業計画変更認可

権利変換期日

事業計画変更認可

平成２５年６月６日 組合解散認可

平成２１年１２月１７日

平成２２年１０月２７日

平成２４年１月２３日

平成２４年７月１１日

平成２１年２月２０日

平成２０年７月１１日

平成２０年１２月５日

平成２１年２月５日

都市計画決定

平成２４年８月７日 工事完了公告

市街地再開発組合設立認可

平成１９年８月２日

平成２１年１０月２９日

平成２０年７月１１日　　東京都告示第９７９号
平成２０年１２月５日　　東京都告示第１４８６号（変更）
平成２１年１０月２９日　東京都告示第１４４７号（変更）
平成２２年１０月２７日　東京都告示第１３３９号（変更）
平成２４年１月２３日　　東京都告示第９６号（変更）
平成２４年７月１１日　　東京都告示第１１４９号（変更）

Ｃ１　１５，３６７㎡
Ｃ２　　　　５１３㎡

Ｃ１　１４３，４２６㎡（約１０９，８７８㎡）
Ｃ２　　　　　１６２㎡（約　　　　１６２㎡）

店舗、住宅、駐車場

建ぺい率の
最高限度

５　経　緯

平成５年２月２２日 虎ノ門・麻布台地区市街地再開発準備組合設立

住宅戸数

事務所

住宅C1

備蓄倉庫

用途

平成１３年１２月１１日

Ｃ１　７１５％
Ｃ２　　３２％

駐車場 ３５７台

年　月　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

約６５６億円

虎ノ門・六本木地区市街地再開発準備組合設立（分離独立）

容積率の
最低限度

定款、事業計画変更認可

権利変換計画認可

定款、事業計画変更認可

権利変換計画変更認可

定款、事業計画変更認可

平成２１年１０月７日

２７６戸

壁面の位置
の限度

平成１９年８月２日　港区告示第１４８号（変更）

　建築物の外
壁又はこれに
代わる柱は、
計画図に示す
壁面線を超え
て建築しては
ならない。

４　事業計画の概要

Ｃ１　４７％
Ｃ２　３８％

地区名 地区の面積
容積率の
最高限度

建築面積の
最低限度

３　地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）

施設建築物工事着工

六本木・
虎ノ門地区



６　位置図

７　区域図



８　完成写真


